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【医療におけるＩＴの
活用の促進】

〇カルテ、レセプ
ト、処方箋等の電
子化
〇遠隔地医療での
活用
〇IT活用による医
療情報の透明化

【自己負担の見直し（①
入院時の食費・居住費は
保険給付外に、②高齢
者医療における一部負
担割合の引上げ）】
【後発薬使用の促進、医
療機器共同使用の促進】
【アウトソーシングや直接
契約による保険者機能
の強化】等

　+

　　　　【低所得者対策】

【医療の標準化】

【診療報酬包括払い化の拡充】

【在宅診療の促進】

IT化の
促進に
よりはず
み

【保険診療と保険外診療の併用（いわゆる「混合診療」の容認）】

【予防対策の強化】（例えば健康維持に対する努力を保険料に反映する）

【リビング・ウィル（患者選択による終末期医療）の国民への普及】

【医療機関・医師の評価の実施】（競争の促進による医療の質の向上と適正化による費用の合理化）
＋

【保険医資格の更新制などの競争促進措置を併用した保険医数の規制】
＋

【療養病床の介護保険施設への転換】

費
用

時系列≪長期≫≪中期≫≪短期≫

図表１　医療費・医療給付の適正化について

【中期目標の設定(適正化策）による影響】


